
千葉市立打瀬中学校「パティオスの会」会則 

 

第一章 総  則 

 

第１条（名称） 

本会は、千葉市立打瀬中学校「パティオスの会」と称し、事務局を同校内に置く。 

第２条（目的） 

本会は、会員相互が協力し、家庭と学校及び社会における生徒の健全育成をはかることを

目的とする。 

第３条（活動） 

本会は、目的を達成するために、次の活動を行う。 

１ 学校の教育環境の整備充実をはかる。 

２ 家庭と学校及び地域社会との緊密な連絡によって地域環境の健全化をはかる。 

３ 生徒の校外生活の指導につとめる。 

４ 会員相互の親睦と教養の向上につとめる。 

５ その他、本会の目的達成に必要と認めたことを行う。 

第４条（方針） 

本会は､次の方針に従って運営する。 

生徒の教育及び福祉のために活動する諸団体や機関と協力し､特定の政党や宗教を支持

しない。 

また､営利を目的にしない。 

 

第二章 会  員 

 

第５条（会員） 

本会の会員は､次のとおりとする。 

１ 本校に在籍する生徒の保護者及びこれに代わる者（以下「保護者会員」と称する）。 

２ 本校に勤務する校長、教頭及び教職員（以下「教職員会員」と称する）。 

 

第三章 委  員 

 

第６条（委員） 

本会に次の委員をおく。 

１ 会 長：  １名 保護者会員 

２ 副 会 長：  ３名 保護者会員２名＋教職員会員１名 



３ 書 記：  ３名 保護者会員２名＋教職員会員１名 

４ 会 計：  ３名 保護者会員２名＋教職員会員１名 

５ 広 報 委 員：      保護者会員若干名＋教職員会員２名 

６ 育 成 委 員：  ７名 保護者会員６名＋教職員会員１名 

７ ボランティア委員：    保護者会員若干名＋教職員会員４名 

 

第７条（顧問） 

本会の顧問は、前会長と校長とする。ただし、前会長が再任用の場合はこれに限らない。 

第８条（任期） 

委員の任期は次年度総会開催日までとする。ただし再選を妨げない。委員に欠員が生じた

ときは､代表委員会はこれを補充することを検討する。補充された場合の任期は､前任者の

残留期間とする。 

委員活動において、年間活動回数の原則 3分の 2以上の参加をもって委員経験とみな

す。 

 

第９条（委員の選出） 

第６条の１～７の委員の選出は次のとおりとする。 

各委員候補者を全会員より選出し､候補者全員の互選により各委員を決め､総会の承認を

得る。この時の世話役は代表委員会が行う。 

なお、原則代表委員会に所属した場合に限り、次年度以降の委員選出は永年免除とする。 

再選を妨げない。（含 周年事業委員） 

 

第 10条（任務） 

各委員の任務は次のとおりとする。 

１ 会 長： 会長は、本会を代表し､会務を統理する。 

２ 副 会 長： 副会長は､会長を補佐し､会長に事故あるときその任務を代行する。 

３ 書 記： 会長の指示により､総会等の通知を行い、議事並びに会の活動に関

する重要事項を    記録し、会の事務を処理する。 

４ 会 計： 会計は総会で決定された予算に基づいて会計事務を処理し、財産

の管理を行うとともに、総会において会計監査委員の監査を経た決

算報告をする。 

５ 広 報 委 員： 広報委員は、本会の目的に沿った会員および生徒の学習･教育等

に資する各種行事の企画･運営を行い、会報の編集や発行をすると

ともに、諸活動への協力を促す広報活動を行う。 

６ 育 成 委 員： 育成委員は、地域の青少年育成委員に所属し、生徒の健全育成及

び非行防止の  ための諸活動を行う。 

７ ボランティア委員： 本会の目的に沿った会員及び生徒の学習・教育等に資する各種行

事の企画・運営 

      を行う。ボランティアの取りまとめ含む。 



      第四章 組織ならびに会議 

 

第 11条（組織ならびに会議） 

本会の組織は、次の会議によって構成される。 

１ 総会 

２ 代表委員会｛（１）総務委員会（２）専門委員会｝ 

第 12条（総会） 

１ 定期総会は、全会員を持って構成される最高議決機関であり、会長が毎年年度始めに

招集、開催し、次のことを行う。 

（１） 毎年度活動報告、会計決算報告の承認。 

（２） 会則の改廃止の議決。 

（３） 本年度の委員の承認。 

（４） 本年度の活動計画及び予算計画の議決。 

（５） その他の事項についての審議決定。 

２ 総会は、全会員の過半数の出席（委任状を含む）をもって成立し、議決は出席者の過半

数で決定する。但し、全会員とは保護者会員にあっては世帯毎に１名と数える。 

３ 臨時総会は、代表委員会が必要と認めたとき、又は全会員の２／３以上の要求があった

とき開催する。 

 

第 13条（代表委員会） 

１ 代表委員会は、総務委員会（会長、副会長、書記、会計）と各専門委員会で構成し、総

会に次ぐ議決機関として本会の運営にあたる。 

２ 代表委員会は、次の事項を行う。 

（１）  総会、代表委員会の議事や日程の諸準備。 

（２）  予算案・決算書の作成。 

（３）  細則の起案。 

（４）  その他緊急事項の処理等。 

３ 代表委員会は、次の事項を審議する。 

 （１）  本会の行事等の企画・運営。 

 （２）  その他、本会の活動遂行上必要と認められる事項。 

４ 代表委員会は、必要に応じて会長もしくは代表委員会がこれを招集する。 

第 14条（専門委員会） 

１ 専門委員会は、広報委員会、育成委員会、ボランティア委員会で構成し、各委員会の

任務に基づき諸活動を行う。 

２ 専門委員会は、必要に応じてこれを設置する。 

 

第 15条（特別委員会） 

会長が、必要に応じて設置する。 

 



第 16条（議決） 

総会以外の会議は、構成委員の１／２以上の出席をもって成立し、議決は出席者の過半数

の同意を必要とする。 

 

第五章 会  計 

第 17条（会計） 

本会の経費は、会費、寄付金、その他の収入をもってあてる。 

第 18条（会費） 

本会の会費は、生徒単位で納入し、年間長子 4,000円、第 2子以降 3,000 円とする。(在籍

生徒をカウント) 

付記１．本条は、平成 29 年 4月  1日から実施する。 

付記２. 本条は、平成 31年 4月 26日から実施する。 

付記３．本条は、令和 6 年 2月 1日から実施する。 

第 19条（会計年度） 

本会の会計年度は、毎年 4 月 1日より始まり翌年 3月 31日に終わる。 

第 20条（会計監査） 

会計の運営について会計監査委員をおき、監査を行い、総会に報告する。 

 

第 21条（会計監査委員） 

会計監査委員は、原則として前年度の会計 2名と教職員 1名で構成する。 

 

第六章 規  定 

第 22条（規定） 

本会に表彰規定、慶弔規定及び会費徴収規定を設ける。 

 

 

 

 

第七章 細  則 

第 23条（細則） 

細則は本会の目的及び方針に反しない範囲内において、代表委員会で審議決定する。そ

の場合には次期総会に報告しなければならない。 

 

 



第八章 会則の改定 

第 24条（会則の改正） 

本会の会則は、総会の議決によらなければ改廃することができない。 

付記 １． 本会則は、平成 07 年 9月 16日に制定し、同日から実施する。 

付記 ２． 本会則は、平成 11 年 4月 28日に改正し、同日から実施する。 

付記 ３． 本会則は、平成 13 年 4月 25日に改正し、同日から実施する。 

付記 ４． 本会則は、平成 14 年 4月 24日に改正し、同日から実施する。 

付記 ５． 本会則は、平成 15 年 4月 23日に改正し、同日から実施する。 

付記 ６． 本会則は、平成 16 年 4月 28日に改正し、同日から実施する。 

付記 ７． 本会則は、平成 17 年 4月 26日に改正し、同日から実施する。 

付記 ８． 本会則は、平成 19 年 1月 13日に改正し、同日から実施する。 

付記 ９． 本会則は、平成 28 年 4月 28日に改正し、同日から実施する。 

付記１０． 本会則は、平成 30 年 4月 27日に改正し、同日から実施する。 

付記１１． 本会則は、平成 31 年 4月 26日に改正し、同日から実施する。 

付記１２. 本会則は、令和 02 年 6月 18日に改正し、同日から実施する。 

付記１３. 本会則は、令和 04 年 1月 31日に改正し、同日から実施する。 

付記１３. 本会則は、令和 04 年 1月 31日に改正し、同日から実施する。 

付記１４. 本会則は、令和 04 年 4月 28日に改正し、同日から実施する。 

付記１５，  本会則は、令和 06 年 2月 01日に改正し、同日から実施する。 

 

 

 

＜慶弔規定＞ 

 

第１条 この規定は、会則第 23条に基づき、会員及び生徒の慶弔について定める。 

第２条 慶弔意の給付は、次の事由及び区分により支給する。 

事由 区分 金額 

慶意 
教職員会員本人の結婚 

教職員会員および配偶者の出産 

5,000円 

3,000円 

弔意 
会員、生徒 

教職員会員の一親等親族と配偶者 
5,000円 

第３条 その他の慶弔については、必要に応じ常任委員会の議を経て決定する。 

第４条 この規定の経費は、予算の慶弔費をもってあてる。 

第５条 弔の場合、原則として会長又は副会長が出席する。 

第６条 慶弔にかかわる返礼は、一切不要のこととする。 



第７条 この規定の改廃は、総会において行う。 

付記１． 本規定は、平成 7年 9月 16日から実施する。 

付記２． 本規定は、平成 18年 4月 26日から実施する。 

 

＜表彰規定＞ 

 

第１条 本会の委員として、功績特に顕著な者には、代表委員会の同意を得て記念品と

感謝状を贈ることができる。 

第２条 上記の規定以外必要と認められたとき、会長は代表委員会を招集して適宜な

方法を講ずることができる。 

第３条 前記規定によって贈与された場合、一切返礼は不要のこととする。 

付記  本規定は、平成 7年 9月 19日から実施する。 

 

 

＜会費徴収規定＞ 

 

第１条 この規定は、会則第 19条に基づき、会員からの会費徴収について定める。 

第２条 会費は、4月 1 日に在籍した会員から一括して徴収する。 

第３条 会計期間は、会則第 19条に定める通りであるが、会費が発生するのは、4月と 8月を

除く 10か月とする。 

第４条 転出者・転入者への会費返金及び徴収の基準月について 

転出者については会員から年度内に申し出があった場合に限り、1 日に在籍していた

月を基準月として、翌月より返金する。 

転入者については、末日に在籍する月を基準月として当月より徴収する 

第５条 会費を減免できる場合 

会員からの年度内の申し出により、会費を減免できる場合は次の通りとする。 

（１）生徒の疾病・負傷その他の事由により長期にわたり欠席する場合 

（２）その他、常任委員会が適当と認めた場合 

第６条 会費徴収時に払込手数料が発生する場合は、各会員が負担するものとする。 

 

付記１． 本規定は、平成 30年 4月 27日から実施する。 

付記 ２． 本規定は、令和 02年 6月 18日に改正し、同日から実施する。 
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副会長 2 名＋教職員会員１名 

書記 2 名＋教職員会員１名 

会計 2 名＋教職員会員１名 
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前会長 

校長 
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会計監査 

広報委員会 
 

若干名＋教職員会員２名 

 

育成委員会 
 

６名＋教職員会員１名 

 

ボランティア委員会 
 

若干名＋教職員会員４名 

 

地域・教育関連団体 打瀬中学校区青少年育成委員会 


